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ヒメジの成魚は日本各地の沿岸に生息 し底生生活を送るが,そ の稚魚は表層生活をおこない,全

長40mを 越える頃から次第に底生生活に変わると推測されている。しかし,本 種の底生生活期に

っいての研究は断片的な報告があるにす ぎず不明な点が多い。また,島 根県沿岸において成魚は小

型底曳網漁業により漁獲されるが水深約100.m以 浅は禁漁海域のため,浅 海域の生態については不

明である。 したがって,底 曳網の採集資料から,底 生生活へ移行する過程および底生生活期の生態

について考察し,若 干の知見を得たので報告する.(表1)。

材 料 と 方 法

用いた材料は,1978年6月 か ら1981年3月 の間,島 根県江津 市沿岸 の7定 点(水 深20,40,60,

80,100,120,140〃1)で 計124回 の 板曳網(底 曳〉 によ り得ちれたヒメジ である(表1)。

表1.ヒ メ ジ の 採 集 結 果

ee日 本水産学会誌Vo152,M2.(1986)に 発 表 した。



使用 した板曳網は網 口幅約6〃z,網 口高 さ約3〃1,魚 捕 部の目合の大 きさは特 に小型魚の採集を

目的 として4.2mmと 小 さくした。曳網速度 は2ノ ット,曳 網距離 は等深線 に沿 って1,000neと した。

得 られた標本 は船上 で10%ホ ル マ リン溶液に固定 した後,実 験室 に持 ち帰 り全長 ・体 重 ・生殖

腺の測定 をお こなった。

結 果 の 概 要

結果は 日水誌,52,215-221(1986)に すでに報告 してあるので詳細は省略す るが概要 は次

のとお りであった。

1.稚 魚が表層生活か ら底生生活へ移行す る時期 は7～10月 で全長は35～60mmと 推 定された。

着底期の採集最小個体 は全長39mmで あ った。

2.着 底稚魚は水 深20～80〃7で み られたが,水 深 によ りその魚体の大 きさに若干の差があ り,

浅 い所よ り深い所 の方が大 きい とい う傾向がみ られたq

3.底 生 生活移行後の分布域 は水深20～120〃zで,水 深が深 くなる1こつれて採集量 は少 な くな

る傾向がみ られ140〃zで は全 く採集 されなか った。

4.本 種の出現状 況(生 息水深)は 魚体の大 きさで異な り,季 節変動がみ られ る。すなわ ち,7

～10月 を夏型,12～6月 を冬型 と大別 す ることがで きた。

5=産 卵期 は5～9月 と比較 的長 く,そ の盛期 は6～7月 と思われる。生物学的最小形は雌雄 と

もに全長90mm前 後 と推定 された。

6.月 数 と全長 および全長 と体重の関係は次式で示 され る。




